
本
稿
は
、
湯
浅
（
二
○
○
二
）
に
続
き
、
当
為
表
現
の
史
的
変
化
を
検
討

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
以
来
、
多
く
の
標
準
語
論
・
共
通
語
論
が
論
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
標
準
語
な
い
し
共
通
語
は
、
い
ず
れ
も
東
京
語

と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
、
「
東
京
の
山
の
手
の
中
流
の
こ
と
ば
」
と
か

「
東
京
の
教
養
あ
る
人
々
の
こ
と
ば
」
と
考
え
ら
れ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う

な
東
京
語
に
な
ん
ら
か
の
限
定
も
し
く
は
修
正
を
施
し
た
も
の
を
標
準
語
・

共
通
語
と
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
が
、
明
治
・
大
正
期
に
多
く
、
現
在
ま
で

も
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
京
に
基
盤
が
置
か
れ
た
理
由
は
、
江
戸

時
代
以
降
、
そ
の
政
治
形
態
に
よ
り
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・
学
問
等
の
発

信
源
と
し
て
、
国
内
各
地
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

、
ハ
ノ
Ｏ

さ
ら
に
、
標
準
語
・
共
通
語
を
必
要
と
す
る
に
い
た
る
要
因
は
、
そ
れ
以

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

は
じ
め
に

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

Ｉ
明
治
か
ら
昭
和
二
○
年
代
に
か
け
て
Ｉ

前
の
各
地
方
（
各
藩
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
ば
を
共
通
さ
せ
、

国
家
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
期
国
定
国
語
教
科
書
の
編
纂
趣
意
書
に
は
、

文
章
ハ
ロ
語
ヲ
多
ク
シ
、
用
語
ハ
主
ト
シ
テ
東
京
ノ
中
流
社
会
二
行
ハ

ル
ル
モ
ノ
ヲ
取
り
、
カ
ク
テ
国
語
ノ
標
準
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
其
統
一
ヲ
図

ル
ヲ
務
ム
ル
ト
共
二
、
出
来
得
ル
丈
児
童
ノ
日
常
使
用
ス
ル
言
語
ノ
中

ョ
リ
用
語
ヲ
取
リ
テ
、
談
話
及
綴
り
方
ノ
応
用
二
適
セ
シ
メ
タ
リ
。

と
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
点
は
「
用
語
は
主
ト
シ
テ
東
京
ノ
中
流
社
会
二
行
ハ

ル
ル
モ
ノ
ヲ
取
り
」
と
「
国
語
ノ
標
準
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
其
統
一
ヲ
図
ル
ヲ
務

ム
ル
」
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
期
国
定
教
科
書
の
編
纂
趣
意
書

に
も

口
語
ハ
略
東
京
語
ヲ
以
テ
標
準
ト
セ
リ
。
但
シ
東
京
語
ノ
誰
音
・
卑
語

ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
固
ヨ
リ
之
ヲ
採
ラ
ズ
。
例
へ
バ
ヒ
ラ
ッ
タ
イ
ト
イ
ハ

ズ
シ
テ
ヒ
ラ
タ
イ
ト
イ
ヒ
、
イ
イ
天
気
ヲ
採
ラ
ズ
シ
テ
ョ
イ
天
気
ヲ
採

レ
ル
ガ
如
シ
。
国
語
読
本
ハ
ー
方
二
於
テ
国
語
統
一
ノ
実
行
ヲ
挙
ゲ
ン

ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
教
授
者
ハ
成
ル
ベ
ク
読
本
ノ
言
語
二
熟
シ
テ
、

湯
浅
彩
央

一
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誰
音
及
ビ
方
言
ヲ
匡
正
ス
ル
ノ
覚
悟
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
第
一
期
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

然
し
ド
モ
我
ガ
ロ
語
ハ
未
ダ
確
乎
ダ
ル
標
準
ヲ
得
ズ
、
社
会
ノ
階
級
尊

卑
等
二
於
テ
、
又
ハ
児
童
ノ
男
女
間
二
於
テ
モ
特
殊
ノ
言
語
ア
ル
ヲ
以

テ
、
学
校
用
読
本
ト
シ
テ
ハ
純
然
ダ
ル
自
然
的
言
語
ヲ
写
ス
コ
ト
能
ハ

ザ
ル
憾
勘
シ
ト
セ
ズ
。
教
授
者
ハ
読
本
以
外
二
於
テ
務
メ
テ
児
童
ノ
言

語
ヲ
練
習
セ
シ
ム
ル
エ
夫
ヲ
積
マ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
。

と
も
述
べ
、
標
準
語
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
様
子
も
見
て
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
標
準
語
」
い
う
語
は
見
え
な
い
も
の
の
、
東
京
語
に
基
盤

が
置
か
れ
、
さ
ら
に
誰
音
等
の
東
京
方
言
を
排
除
さ
れ
た
東
京
語
が
教
育
・

新
聞
雑
誌
等
・
放
送
に
よ
り
全
国
民
の
理
解
共
通
語
と
な
り
、
各
地
そ
の
土

地
の
方
言
に
加
え
、
第
三
の
言
語
と
し
て
普
及
し
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
国
定
国
語
教
科
書
が
標
準
語
・
共
通
語
普

（
１
）

及
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
本
稿
は
こ
う
し
た
国
定
国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
を
検
証

し
、
そ
の
特
徴
を
考
え
て
み
る
。
湯
浅
（
二
○
○
二
）
で
は
近
い
時
代
の
模

様
を
考
察
し
た
。
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
国
定
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る

表
現
の
特
徴
お
よ
び
国
定
教
科
書
自
体
の
性
格
が
明
確
に
な
る
と
考
え
る
。

こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
当
為
表
現
と
い
う
一
面
か
ら
で
は
あ
る
が
、
当
時
の

「
標
準
語
」
の
あ
り
方
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
国
定

（
ワ
己

教
科
書
以
前
の
教
科
書
（
小
学
読
本
）
も
加
え
、
明
治
か
ら
昭
和
二
四
年
ま

「
標
準
語
」
の
あ
り
方
が

教
科
書
以
前
の
教
科
書

で
の
様
子
を
概
観
す
る
。

な
お
、
国
定
国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
に
つ
い
て
は
、
古
田
（
一

九
八
○
）
、
京
極
（
一
九
八
八
）
に
否
定
表
現
に
関
わ
る
形
式
と
し
て
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
古
田
（
一
九
八
○
）
は
、
第
一
期
と
第
二
期
の
ナ
ケ
レ
バ
ナ

ラ
ヌ
・
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
を
取
り
上
げ
、
ま
た
京
極
（
一
九
八
八
）
は
ネ

バ
ナ
リ
マ
セ
ン
・
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
の
二
形
式
に
つ
い
て
の
み
考
察
し

て
い
る
。
両
氏
と
も
口
語
文
体
に
属
す
る
特
定
形
式
に
限
定
さ
れ
た
考
察
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
国
定
教
科
書
の
当
為
表
現
を
前
代
か
ら
の
継
承
性
や
当

代
で
の
位
相
面
な
ど
の
点
で
も
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
す
べ
て
の
当
為
表
現

を
対
象
に
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
次
節
で
は
、
小
学
読
本
・
国
定
教
科
書
の

前
お
よ
び
同
時
期
の
文
学
作
品
に
お
け
る
当
為
表
現
の
史
的
変
化
に
つ
い
て

論
じ
る
。

本
節
で
は
、
本
稿
考
察
資
料
の
前
お
よ
び
同
時
期
の
江
戸
語
・
東
京
語
、

京
阪
語
資
料
で
明
ら
か
と
な
っ
た
史
的
変
化
を
ま
と
め
る
。
そ
れ
は
こ
の
史

的
変
化
と
国
語
教
科
書
に
あ
ら
わ
れ
る
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

語
教
科
書
の
性
質
が
よ
り
重
層
的
に
検
証
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
は
じ
め
に
江
戸
語
・
東
京
語
か
ら
見
て
い
く
。
こ
の
際
、
前
項

部
（
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
）
と
後
項
部
（
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
）
に
分

け
、
こ
の
順
に
論
じ
て
い
く
。

１
近
世
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の
様
子

一

四



１
１
１
江
戸
語
・
東
京
語
の
場
合

本
節
で
は
、
湯
浅
（
二
○
○
二
）
の
史
的
変
化
の
様
子
を
ま
と
め
る
。
調

査
資
料
は
泗
落
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
・
洋
学
資
料
・
明
治
期
文
学
作
品

（
東
京
出
身
の
作
者
に
よ
る
）
で
あ
る
。

さ
い
し
ょ
に
話
し
こ
と
ば
を
ま
と
め
る
。
前
項
部
は
、
否
定
の
助
動
詞
ヌ

系
の
ズ
バ
（
ザ
ア
）
・
ネ
バ
と
ナ
イ
系
の
ナ
ケ
レ
バ
（
ナ
イ
ケ
レ
バ
）
・
ナ

ク
テ
ハ
（
ナ
イ
デ
ハ
）
・
ナ
イ
ト
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
史
的
変
化
と
し
て（３）

は
、
否
定
の
助
動
詞
ヌ
の
衰
退
に
伴
い
、
当
為
表
現
に
お
い
て
も
明
治
中
期

に
ズ
バ
が
衰
退
し
、
明
治
後
期
に
は
ネ
バ
が
漸
減
し
、
ナ
イ
系
の
ナ
ケ
レ

バ
・
ナ
ク
テ
ハ
に
ま
と
め
ら
れ
る
過
程
が
う
か
が
え
た
。

そ
し
て
、
後
項
部
は
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
・
ナ
ル
マ
イ
・
イ
カ
ン
・
イ
ケ

ナ
イ
（
イ
カ
ナ
イ
）
・
ダ
メ
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
の
う
ち
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ

が
江
戸
期
・
明
治
期
の
中
心
形
式
で
あ
る
。
イ
ケ
ナ
イ
（
イ
カ
ナ
イ
）
の
初

（
４
）出
は
享
和
二
年
の
資
料
に
確
認
さ
れ
た
が
、
江
戸
語
期
に
は
酒
落
本
・
滑
稽

本
に
各
一
例
、
人
情
本
に
二
例
と
た
い
へ
ん
少
な
く
（
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ

は
酒
落
本
に
一
七
例
、
滑
稽
本
に
二
二
例
、
人
情
本
で
は
三
二
例
）
、
明
治

二
○
年
以
降
、
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
ナ
ラ
ナ
イ
の
比
で
は
な
い
。

ま
た
後
項
も
前
項
と
同
じ
く
、
否
定
の
助
動
詞
ヌ
の
衰
退
に
伴
い
、
酒
落

本
・
滑
稽
本
で
は
ナ
ラ
ヌ
と
ナ
ラ
ナ
イ
が
拮
抗
し
た
使
用
状
況
で
あ
っ
た

が
、
人
情
本
以
降
は
ナ
ラ
ナ
イ
が
優
勢
と
な
り
、
明
治
後
期
に
は
ナ
ラ
ヌ
は

衰
退
す
る
。

次
に
書
き
こ
と
ば
（
地
の
文
）
を
見
る
。
も
っ
と
も
用
例
が
多
い
の
は
ネ

バ
ナ
ラ
ヌ
（
ナ
ラ
ン
）
で
つ
い
で
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
、
ズ
バ
ナ
ル
マ
イ
で

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

１
１
２
京
阪
語
の
様
子

続
い
て
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
か
け
て
の
京
阪
語
に
お
け
る

様
子
を
ま
と
め
る
（
こ
の
結
果
は
近
く
投
稿
予
定
）
・
調
査
資
料
は
酒
落

本
・
滑
稽
本
・
俄
類
・
落
語
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。

前
項
部
は
、
近
世
後
期
に
は
ネ
バ
（
ニ
ャ
）
が
中
心
形
式
で
あ
る
が
（
こ

の
他
ズ
バ
が
あ
る
）
、
江
戸
末
よ
り
ン
が
台
頭
し
、
明
治
・
大
正
期
に
は
ン

（
ナ
）
に
と
っ
て
か
わ
る
。

ま
た
、
後
項
部
は
ナ
ラ
ヌ
が
近
世
後
期
か
ら
大
正
期
に
わ
た
り
使
用
さ
れ

る
。
イ
カ
ヌ
等
の
イ
ク
系
は
明
治
三
六
年
の
資
料
に
そ
の
使
用
が
認
め
ら
れ

た
が
、
用
例
は
わ
ず
か
二
例
で
あ
り
、
ナ
ラ
ヌ
の
比
で
は
な
い
。
な
お
、
イ

（
宮
初
）

カ
ヌ
は
東
日
本
に
類
似
の
イ
ヶ
ナ
イ
が
認
め
ら
れ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
西

日
本
か
ら
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
、
類
似
の
発
想

の
も
と
独
自
に
成
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ヶ
ナ
イ
（
イ

カ
ナ
イ
）
が
江
戸
周
辺
を
題
材
に
し
た
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
か
つ
そ
の

（
６
）

使
用
は
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
文
献
よ
り
前
の
作
品
に
も
認
め
ら
れ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
語
が
関
東
に
前
々
か
ら
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ひ

る
が
え
っ
て
上
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
と
、
江
戸
以
外
の
周
辺
地
域

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
イ
ケ
ナ
イ
（
イ
カ
ナ
イ
）
は

上
方
で
使
用
さ
れ
て
い
た
イ
カ
ヌ
が
伝
播
し
た
の
で
は
な
く
、
関
東
で
独
自

に
形
成
、
発
展
し
た
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
全
体
の
傾
向
を
ま
と
め
て
お
く
。
否
定
の
助
動
詞
ヌ
・
ナ
イ
の

あ
る
。
話
し
こ
と
ば
に
比
べ
る
と
、
そ
の
形
式
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。

一
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東
西
分
布
が
当
為
表
現
に
も
あ
て
は
ま
り
、
江
戸
語
・
東
京
語
に
は
ナ
ィ
系

の
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
二
大
形
式
と
な
る
歴
史
が
示
さ
れ
た
の
に
対

し
、
京
阪
語
は
ヌ
系
形
式
ネ
バ
か
ら
ン
へ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

後
項
部
も
同
じ
で
、
江
戸
語
・
東
京
語
は
ナ
ラ
ヌ
か
ら
ナ
ラ
ナ
イ
ヘ
と
変
化

し
た
の
に
対
し
、
京
阪
語
は
ナ
ラ
ヌ
が
中
心
的
な
形
式
で
あ
る
様
子
が
う
か

が
え
た
。

本
節
で
は
国
定
国
語
教
科
書
以
前
の
小
学
読
本
に
お
け
る
当
為
表
現
を
検

証
す
る
。
調
査
資
料
は
以
下
の
と
お
り
（
括
弧
は
編
者
と
出
版
年
を
さ
す
）
。

Ａ
小
學
濱
本
（
田
中
義
廉
明
治
七
年
）

Ｂ
小
學
讃
本
（
原
亮
策
明
治
一
七
年
）

Ｃ
小
學
中
等
科
讃
本
（
内
田
嘉
一
明
治
一
八
年
）

，
尋
常
小
学
讃
本
（
文
部
省
明
治
二
○
年
）

Ｅ
日
本
讃
本
初
歩
・
日
本
讃
本
（
新
保
磐
次
明
治
二
○
年
）

Ｆ
帝
國
濱
本
尋
常
科
用
（
學
海
指
針
社
明
治
二
六
年
）

Ｇ
請
書
教
本
（
今
泉
定
介
須
永
和
三
郎
明
治
二
七
年
）

Ｈ
国
語
讃
本
（
坪
内
雄
藏
明
治
三
三
年
）

右
の
資
料
は
、
成
立
時
期
が
ま
ち
ま
ち
、
か
つ
資
料
数
も
不
足
し
て
い
る

が
、
結
果
は
一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
妥
当
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

こ
れ
ら
小
学
読
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
当
為
表
現
の
形
式
を
ま
と
め
る
と
、

表
１
の
よ
う
に
な
る
。
空
欄
は
各
項
ゼ
ロ
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

２
国
定
国
語
教
科
書
以
前
の
小
学
読
本
の
様
子

一べｼ系一一ﾅﾙ系一

小学読本における当為表現用例数表1

一
一
ハ

後項部 ベカラザル ベカラズ ベヶンャ ナラヌ ナリマセヌ（ナリマセン） 計

前項部 ザル ズパ ザル ザル ザリ ネバ 不 （ ナケレバ ナクテハ

小學讃本（明治7年） 3 3

小學讃本（明治17年） 2 1
戸
へ
』 1 9

小學中等科教本（明治18） 1 1

尋常小學讃本（明治20年） 1 1 3
Ｆ
Ｄ

日本讃本初歩． 本識本(〃） 4 4

帝國讃本（明治26年） 1 1 1 1 4

請書教本（明治27年） 1 1 2

國語讃本（明治33年） 4 1 1 6

計 4 14 5 4 7 34

個別構成比（％） 11．7 41．2 14．7 11.8 20.6 l叩

累計構成比（％） 67.6 324 l”



表
１
に
よ
れ
ば
、
後
項
部
は
ベ
シ
系
（
ベ
カ
ラ
ザ
ル
・
ベ
カ
ラ
ズ
・
ベ
ケ

ン
ャ
）
が
多
く
、
特
に
ベ
カ
ラ
ズ
が
強
い
。
ま
た
、
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
リ
マ
セ
ヌ

の
ナ
ル
系
も
明
治
二
○
年
を
境
に
そ
の
使
用
を
増
加
さ
せ
る
（
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
は
前
述
調
査
資
料
Ａ
～
Ｈ
の
出
典
を
さ
す
）
。

○
然
れ
ど
も
、
不
正
の
心
の
、
生
じ
易
き
こ
と
、
雑
草
の
如
く
な
れ
ば
。

心
に
蒔
き
た
る
、
善
き
種
子
を
、
害
す
べ
き
も
の
は
、
勉
め
て
、
こ

ご
お
ん
を
わ
す
れ
ず
に
、
よ
く
孝
か
－
う
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
Ｆ
巻
之
二
第
一
三
課
父
母
棚
頁
）

前
項
部
は
ザ
ル
が
も
っ
と
も
多
く
、
つ
い
で
ネ
バ
・
ズ
バ
・
ナ
ケ
レ
バ
．

リ
マ
セ
ン
・
（
Ｆ
巻
之
二
第
二
○
課
ジ
ン
リ
キ
シ
ー
ヤ
棚
頁
）

○
さ
や
－
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
は
、
つ
れ
づ
ね
父
母
の

○
き
や
う
だ
い
は
此
や
う
に
む
つ
ま
し
く
て
、

せ
ぬ
。

（
，
巻
之
一

○
ア
ノ
ヤ
ー
ウ
ニ
車
ノ
カ
ケ
テ
ト
ホ
ル
時
ハ
、

○
人
ト
シ
テ
ハ
必
ズ
人
ダ
ル
道
ヲ
守
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
ト
。

（
Ｃ
巻
三
第
廿
四
課
士
人
寶
力
ヲ
傳
フ
卯
頁
）

○
人
間
は
、
甚
だ
強
き
者
な
れ
ば
、
如
何
な
る
獣
に
て
も
、
人
間
に
敵

對
す
る
に
は
、
狡
猜
な
る
計
略
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ

（
Ｄ
巻
之
七
第
六
課
傲
慢
な
る
狼
Ⅲ
頁
）

れ
を
抜
き
去
ら
ず
は
、
あ
る
べ
か
ら
ず
、（
Ａ
巻
之
二
第
五
〃
頁
）

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

助
け
あ
は
ね
ば
な
り
ま

キ
ヲ
ッ
ケ
ナ
ケ
レ
バ
ナ

第
二
十
二
課
訓
頁
）

ナ
ク
テ
ハ
の
順
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ザ
ル
が
多
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
後
項

部
の
文
体
の
影
響
が
強
い
た
め
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
湯
浅
（
二
○
○
一
ａ
）

で
指
摘
し
た
と
お
り
、
前
項
部
が
ヌ
系
の
場
合
は
後
項
部
も
ヌ
系
、
前
項
部

が
ナ
イ
系
の
場
合
は
後
項
部
も
ナ
イ
系
の
よ
う
に
、
同
系
で
結
ば
れ
る
こ
と

が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
も
後
項
部
が
ベ
カ
ラ
ズ
（
ベ
カ

ラ
ザ
ル
）
で
あ
る
た
め
、
前
項
部
も
そ
れ
に
呼
応
し
て
ザ
ル
・
ズ
バ
が
使
用

さ
れ
た
と
解
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ナ
ル
系
に
も
相
当
し
、
後
項
部
ナ
ラ
ヌ
・

ナ
リ
マ
セ
ヌ
と
ヌ
系
で
あ
る
た
め
、
前
項
部
も
ヌ
系
の
ネ
バ
に
そ
の
使
用
が

集
中
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ベ
シ
系
優
勢
の
中
、
明
治
二
○
年
頃
か
ら
後
項
部
に
ナ
ル
系
が
使
用
さ
れ

は
じ
め
る
。
ベ
シ
系
と
は
異
な
り
、
口
語
性
が
一
気
に
増
す
。
こ
の
口
語
性

の
高
さ
は
、
ナ
リ
マ
セ
ヌ
（
ナ
リ
マ
セ
ン
）
の
敬
体
が
ナ
ラ
ヌ
の
常
体
よ
り

多
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
明
治
二
○
年
頃
と

い
え
ば
言
文
一
致
運
動
が
起
こ
り
、
小
説
の
文
章
で
は
話
し
こ
と
ば
に
即
し

た
文
章
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
の
文
と
会
話
文
の
接
近
が
試
み
ら

れ
た
時
期
で
あ
る
。
小
学
読
本
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ

う
、
後
項
部
に
ナ
ル
系
、
前
項
部
に
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
期
の
小
学
読
本
の
当
為
表
現
形
式
は
、
文
体
の
影
響

を
強
く
受
け
文
語
調
形
式
（
前
項
ザ
ル
、
後
項
ベ
シ
系
）
に
傾
く
中
、
明
治

二
○
年
頃
か
ら
次
第
に
口
語
性
の
高
い
形
式
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

限
定
さ
れ
た
資
料
で
は
あ
っ
た
が
、
一
定
の
傾
向
が
見
出
せ
た
た
め
こ
の
考

察
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
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そ
こ
で
、
次
に
国
定
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
様
子
を
見
て
い

く
。
ま
ず
各
期
の
使
用
時
期
を
示
す
。

第
一
期
明
治
三
七
年
か
ら
使
用
（
俗
称
イ
エ
ス
シ
読
本
）

第
二
期
明
治
四
三
年
か
ら
使
用
（
俗
称
ハ
タ
タ
コ
読
本
）

第
三
期
大
正
七
年
か
ら
使
用
（
俗
称
ハ
ナ
ハ
ト
読
本
）

第
四
期
昭
和
八
年
か
ら
使
用
（
俗
称
サ
ク
ラ
読
本
）

第
五
期
昭
和
一
六
年
か
ら
使
用
（
俗
称
ア
サ
ヒ
読
本
）

第
六
期
昭
和
二
二
年
か
ら
二
四
年
ま
で
使
用
（
俗
称
み
ん
な
い

い
こ
読
本
）

こ
れ
ら
の
資
料
に
お
け
る
当
為
表
現
の
表
現
形
式
お
よ
び
用
例
数
を

表
２
に
、
前
項
の
形
式
別
用
例
数
を
表
３
に
示
し
た
。

ま
ず
、
前
項
部
の
様
子
を
概
観
す
る
。
表
３
に
示
し
た
と
お
り
、
国

定
教
科
書
に
は
、
ザ
ル
・
ネ
バ
・
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
・
ナ
ク
チ
ャ

の
五
形
式
が
あ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
、
第
一
・
四
期
を
除
い
て
ナ
ヶ
レ
バ

が
ネ
バ
を
凌
駕
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
実
際
に
用
例
を
見
て
い
こ
う
。

○
箱
根
山
ハ
、
上
下
、
オ
ョ
ソ
、
八
里
ア
リ
テ
、
道
、
ハ
ナ
ハ
ダ
、

ケ
ハ
シ
ケ
レ
ド
、
昔
、
東
海
道
ヲ
往
來
ス
ル
ニ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ズ
、

（
第
一
期
高
等
小
学
菫

○
故
に
我
等
は
、
自
國

の
國
旗
に
對
し
て
も
、

コ
エ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
要
路
ナ
リ
キ
。

弟
一
期
高
等
小
学
讃
本
巻
一
第
八
課
箱
根
山

改
に
我
等
は
、
自
國
の
國
旗
を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、

３
国
定
国
語
教
科
書
の
様
子

常
に
敬
意
を
表
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

剛
頁
）

諸
外
國

表2：国定教科書における当為表現用例数

注：第5期に後項部省略形式2例（～ナケレバ)、第6期に5例（～ナケレバ4例、～ナクテハ1例

(表には表記せず)）

一

八

表3：前項部形式別

後項部

前項部

カ
ズ
ベ
ラ

ザル

ナルマイ

ネバ ナケ

レバ

ナラズ

ナケ

レバ

ナラヌ

(ナラン）

ネバ ナケ

レバ

ナリマセン

q■

不ハ ナケ

レバ

ナク

テハ

ナラナイ

ネバ ナケ

レバ

ナク

テハ

ナラナカソタ

ネバ ナケ

レバ

ク
ハ

ナ
｜
ア

イケ

ナイ

ナケ

レバ

イケマ

セン

ナケ

レバ

ダメ

ナク

チャ

計

第1期（明治37） 3 1 4 1
７
－ 1 1 13

第2期（明治43） 7 1 】 11 4 8 1 33

第3期（大正7） 1 I 1 7 8 3 1 8 1 I 2 1 35

第4期（昭和8） 2 I 12 2 3 3 10 3 3 1 1 41

第5期（昭和16） 10 .)‘）
＝ｰ 1 2 35

第6期（昭和22） 7 1 1 20 1 6 1 1 認

計 13 3 3 42 33 76 30 3 1 195

個別構成比(%） 6.7 1.5 1.5 21.5 16.9 39.0 10．3 1.5 0.5 ”.4

累計構成比(%） 6.7 1.5 釣.9 49.3 1.5 0.5 ”､4

ザル ネバ ナケレバ ナクテハ ナクチャ

第1期 3 5 3 2

第2期 7 25

第3期 1 9 25 1

第4期 2 21 18

第5期 郡 1

第6期 1 銘 2 2

計 13 妬 145 6 2

構成比（％） 6.4 17．8 71.8 3.0 1.0



○
間
も
な
く
去
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
日
本
に
、
な
ご
り
を
惜
し
ん
で

居
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
第
四
期
巻
八
第
二
つ
ば
め
は
ど
こ
へ
行
く
訂
頁
）

○
士
の
中
は
、
た
と
え
一
二
セ
ン
チ
歩
く
に
も
、
ト
ン
ネ
ル
を
ほ
っ
て

づ
れ
又
改
め
て
や
り
直
し
を
し
て
も
ら
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
第
二
期
巻
九
第
二
十
四
課
競
馬
Ⅲ
頁
）

○
「
ク
サ
キ
ハ
ア
ヲ
イ
」
と
い
ふ
の
を
漢
字
だ
け
で
書
け
ば
、
差
當
り

（
第
三
期
巻
一
二
第
十
三
課
國
旗
珊
頁
）

○
相
手
の
熊
吉
が
あ
の
通
り
で
、
今
日
の
勝
負
は
き
ま
ら
な
い
が
、
い

○
リ
ン
カ
ー
ン
は
其
の
頃
か
ら
も
う
父
の
手
助
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
（
第
三
期
巻
十
一
第
二
十
二
課
リ
ン
カ
ー
ン
Ⅷ
頁
）

○
ど
う
し
て
も
大
き
な
用
水
池
を
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ

た
。
（
第
三
期
巻
五
十
九
用
水
池
Ｗ
頁
）

○
相
手
の
人
の
い
う
こ
と
ば
の
わ
け
を
よ
く
き
き
わ
け
て
、
そ
れ
に
よ

○
火
の
取
扱
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（
第
二
期
巻
八
第
十
三
火
事
刷
頁
）

く
か
な
う
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
第
六
期
第
五
学
年
下
十
こ
と
ば
の
は
た
ら
き
川
頁
）

「
草
木
青
」
と
書
い
て
満
足
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

（
第
四
期
巻
十
一
第
十
二
古
事
記
の
話
Ⅷ
頁
）

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
第
六
期
第
四
学
年
中
二
あ
ぶ
ら
ぜ
み
Ⅲ
頁
）

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

○
「
絵
を
か
く
こ
と
も
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
け
い
こ
し
な
く
ち

ゃ
だ
め
で
し
ょ
う
ね
ｏ
」

（
第
六
期
第
五
学
年
下
二
写
生
（
三
珊
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
ナ
ケ
レ
バ
が
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
江
戸

語
・
東
京
語
の
様
子
と
も
通
い
あ
う
。
た
だ
し
、
ネ
バ
が
依
然
か
な
り
の
使

用
数
が
あ
る
こ
と
、
ナ
ク
テ
ハ
の
用
例
が
少
な
い
こ
と
、
江
戸
語
・
東
京
語

に
比
べ
形
式
数
が
少
な
い
（
ズ
バ
・
ナ
イ
ト
）
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

続
い
て
後
項
部
を
見
る
。
表
２
に
よ
れ
ば
前
節
の
小
学
読
本
と
は
ま
っ
た

く
様
子
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
以
前
見
ら
れ
な
か
っ
た
ナ
ル

マ
イ
・
ナ
ラ
ナ
イ
・
ナ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
・
イ
ケ
ナ
イ
・
イ
ケ
マ
セ
ン
・
ダ
メ
と

い
っ
た
多
用
な
形
式
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

用
例
を
見
る
と
、
後
項
部
ベ
シ
系
は
文
語
文
に
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
り
、

こ
の
点
は
前
節
の
小
学
読
本
と
一
致
す
る
。
ま
た
ナ
ル
マ
イ
は
、
文
学
作
品

で
は
明
治
後
期
に
既
に
衰
退
し
た
の
に
対
し
、
国
定
教
科
書
で
は
第
四
期

（
昭
和
八
年
～
）
ま
で
登
場
す
る
。
な
お
、
先
行
研
究
に
江
戸
後
期
に
は
後

（
《
‐
ｊ
）

項
ナ
ル
マ
イ
の
前
項
は
ズ
バ
と
強
い
呼
応
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
の
が
明
治

○
熱
帯
地
方
か
ら
持
っ
て
來
た
の
だ
か
ら
、
か
う
し
て
年
中
六
七
十
度

○
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

（
第
四
期
巻
四
十
七
豆
ま
き
侃
頁
）

○
「
お
前
も
、
負
け
な
い
や
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ね
」

し
や
っ
た
。
（
第
四
期
巻
五
十
九
日
記

以
上
の
暖
さ
の
虚
に
置
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
。

（
第
三
期
巻
十
第
十
九
温
室
の
中

切
頁
）

と
お
つ

師
頁
）

一
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（
Ｈ
）

以
降
は
こ
の
呼
応
現
象
が
崩
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
国

定
教
科
書
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
ナ
ル
マ
イ
の
前
項
部
は
ネ
バ
・
ナ
ヶ
レ
バ

で
結
ば
れ
て
お
り
、
ズ
バ
が
衰
退
し
た
で
あ
ろ
う
様
子
が
表
３
で
も
明
ら
か

で
あ
る
。

で
は
、
ナ
ル
系
形
式
は
ど
う
か
。
こ
の
う
ち
ヌ
系
の
ナ
ラ
ヌ
は
、
文
学
作

品
に
お
い
て
は
明
治
後
期
に
は
既
に
使
用
さ
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
、
国
定

教
科
書
で
は
第
四
期
ま
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
用
例
を
見
る
と
、

○
麥
が
、
よ
く
み
の
っ
た
。
も
う
か
ら
ね
ば
な
ら
ん
。

（
第
一
期
尋
常
小
学
読
本
だ
い
五
む
ぎ
捌
頁
）

○
ど
の
く
ら
ゐ
の
損
害
賠
償
を
さ
せ
る
の
が
適
當
で
あ
る
か
を
判
断
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
第
四
期
巻
一
二
第
二
○
裁
判
Ｗ
頁
）

○
電
報
の
文
は
成
る
べ
く
短
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
二
期
巻
八
第
十
四
電
報
筋
頁
）

○
た
ざ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
順
序
正
し
く
進
む
と
い
ふ

こ
と
で
す
。

（
第
四
期
巻
二
第
二
一
松
坂
の
一
夜
皿
頁
）

の
よ
う
に
、
ナ
ラ
ヌ
が
ナ
ラ
ナ
イ
と
は
必
ず
し
も
等
価
で
は
な
く
、
ナ
ラ
ヌ

が
断
定
．
強
い
意
志
の
よ
う
な
表
現
性
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
た
結
果
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
ナ
イ
系
の
ナ
ラ
ナ
イ
は
第
二
期
よ
り
そ
の
使
用
を
拡
大
し
、

代
表
形
式
と
な
る
。

ま
た
、
イ
ケ
ナ
イ
（
イ
カ
ン
）
で
は
文
学
作
品
は
江
戸
末
、
明
治
前
・
中

期
に
見
ら
れ
る
が
、
国
定
教
科
書
に
は
第
三
・
四
期
に
各
一
例
、
敬
体
の
イ

ケ
マ
セ
ン
も
第
四
期
に
一
例
と
、
ま
だ
萌
芽
の
状
態
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

ダ
メ
も
第
六
期
に
一
例
出
現
す
る
。
ダ
メ
は
文
学
作
品
「
野
分
」
に
二
例
確

か
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
定
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
形
式
は
、
文

学
作
品
に
比
べ
新
形
式
の
使
用
時
期
が
か
な
り
遅
れ
る
。
具
体
的
に
あ
げ
る

と
、
調
査
範
囲
に
お
い
て
イ
ヶ
ナ
イ
の
初
出
例
は
享
和
二
年
で
あ
る
の
に
対

し
、
国
定
教
科
書
で
は
大
正
七
年
か
ら
の
使
用
の
も
の
に
よ
う
や
く
見
え
る
。

ま
た
、
ナ
ラ
ナ
イ
・
ダ
メ
も
同
様
の
傾
向
を
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、
文
学
作

品
と
国
定
教
科
書
と
の
模
様
が
か
な
り
棚
齢
す
る
状
況
は
、
何
を
語
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
理
由
は
、
教
科
書
と
い
う
性
格
に
よ
る
点
が
強
い
こ
と
で
あ
る
と
思

う
。
小
説
の
よ
う
に
筆
者
が
ス
タ
イ
ル
を
自
由
に
選
択
で
き
る
の
と
は
異
な

り
、
教
科
書
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
第
一
期
国
定
教
科
書
の
編
纂

趣
意
書
に
「
カ
ク
テ
国
語
ノ
標
準
ヲ
知
ラ
シ
メ
」
と
述
べ
、
続
く
第
二
期
国

定
教
科
書
の
編
纂
趣
意
書
で
も

但
シ
東
京
語
ノ
誰
音
・
卑
語
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
固
ョ
リ
之
ヲ
採
ラ
ズ
。

（
中
略
）
教
授
者
ハ
成
ル
ベ
ク
読
本
ノ
言
語
二
熟
シ
テ
、
誰
音
及
ビ
方

言
ヲ
匡
正
ス
ル
ノ
覚
悟
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

と
あ
る
と
お
り
、
規
範
性
が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
新
形

式
を
教
科
書
に
採
用
す
る
時
期
は
、
そ
の
こ
と
ば
が
広
く
一
般
化
し
て
か
ら

と
な
る
た
め
、
例
え
ば
ナ
ラ
ナ
イ
・
イ
ケ
ナ
イ
・
ダ
メ
等
が
文
学
作
品
に
比

べ
出
現
時
期
が
遅
く
な
っ
た
と
考
え
る
。

さ
い
ご
に
、
後
項
部
省
略
形
式
を
あ
げ
る
。
後
項
部
省
略
形
式
は
、
第
五

期
に
二
例
（
～
ナ
ケ
レ
バ
）
、
第
六
期
に
五
例
（
～
ナ
ケ
レ
バ
四
例
、
～
ナ

二

○



（
第
五
期
初
等
科
國
語
七
六
源
氏
物
語
側
頁
）

○
り
ょ
う
方
い
っ
ぺ
ん
に
は
い
け
な
い
よ
。
右
手
と
左
手
を
は
ん
た
い

に
こ
い
だ
ら
、
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
り
を
す
る
ば
か
り
だ
。
は
じ
め
に
右

か
ひ
だ
り
か
ど
ち
ら
か
へ
や
ら
な
け
れ
ば

（
第
六
期
こ
く
ご
三
九
五
人
の
こ
ど
も
駆
頁
）

○
「
で
も
、
村
に
帰
ら
な
く
ち
ゃ
」

（
第
六
期
第
一
二
学
年
下
一
二
か
か
し
剛
頁
）

右
記
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
後
項
部
が
省
略
さ
れ
て
も
十
分
当
為
表
現
で

あ
る
と
認
識
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
既
に
当
時
後
項
部
が
省
略
さ
れ
て
も
一

種
連
語
の
自
然
ら
し
さ
、
規
範
性
が
確
立
し
た
裏
付
け
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
「
已
然
形
十
（
」
形
は
恒
常
確
定
に
収
敏
し
て
い
て
、
帰
結
句

は
な
く
て
も
結
論
的
意
味
が
予
測
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
は

（
９
）

ず
で
あ
る
。

ま
た
、
再
度
表
２
を
参
照
す
る
と
、
前
項
部
は
後
項
部
に
比
べ
早
く
ヌ
系

か
ら
ナ
イ
系
へ
変
化
し
て
い
る
。
前
項
部
は
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
全
体

の
約
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
後
項
部
は
ヌ
系
・
ナ
イ
系
と
も

に
四
割
以
上
使
用
さ
れ
、
否
定
助
辞
ヌ
か
ら
ナ
イ
ヘ
の
変
化
は
前
項
部
に
強

く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
前
節
の
小
学
読
本
に
も
該
当
す
る
。
そ
れ

は
、
後
項
部
は
ヌ
系
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
前
項
は
各
一
例
と

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ク
テ
ハ
一
例
）
あ
る
。

’

○
「
さ
う
さ
う
。
こ
の
お
に
い
さ
ん
に
も
、
い
い
着
物
を
着
せ
て
あ
げ

○
「
さ
う
さ
重
Ｉ
な
け
れ
ば
」

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

本
節
で
は
、
当
為
表
現
に
密
接
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
否
定
助
辞
の
使
用
実

態
を
探
る
。
そ
の
際
、
「
残
ら
ず
」
「
相
変
わ
ら
ず
」
等
の
副
詞
は
考
察
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
。
当
為
表
現
の
用
例
を
除
い
た
否
定
助
辞
を
形
式
別
に
分

類
し
た
結
果
が
表
４
で
あ
る
。

表
４
を
見
る
と
、
小
学
読
本
と
国
定
教
科
書
に
お
い
て
ズ
の
使
用
率
の
高

さ
が
目
立
つ
。
そ
れ
は
、

○
聞
け
ば
、
お
ま
へ
は
、
豊
島
の
戦
に
も
、
出
ず
、
ま
た
、
威
海
衛
の

港
口
を
撃
っ
た
と
き
に
も
、
く
つ
だ
ん
、
て
が
ら
を
た
て
な
か
っ
た

茎
《
」
、
ハ
ノ
・
か
ぜ
ｏ

（
第
一
期
尋
常
小
学
読
本
巻
八
第
五
課
感
、
心
な
母
（
ご
珊
頁
）

○
風
が
ひ
ど
い
の
で
、
あ
ひ
る
の
子
は
立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
す
わ
り

こ
ん
で
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
第
六
期
第
四
学
年
中
六
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
川
頁
）

の
よ
う
な
中
止
法
の
用
法
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。

だ
が
、
こ
の
他
の
様
子
は
小
学
読
本
と
国
定
教
科
書
に
お
い
て
大
き
く
異

な
る
。
小
学
読
本
で
は
ザ
リ
系
形
式
が
も
っ
と
も
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
文
語
文
体
を
反
映
し
た
結
果
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

る
。
逆
に
い
え
ば
、
文
語
文
体
が
そ
れ
だ
け
全
体
の
中
で
多
く
の
割
合
を
占

め
て
い
る
証
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
定
教
科
書
で
は
ザ
リ
系
は
二
三
二
例
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
六
・
八
％
と
少
な
く
、
口
語
文

４
否
定
助
辞
の
様
子

一
一
一
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体
が
多
く
占
め
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
四
期
以
降
、
文
語
文
は

歴
史
的
教
材
・
古
典
教
材
に
限
ら
れ
る
た
め
、
第
四
期
か
ら
ザ
リ
系
は
用
例

数
を
減
少
し
、
第
六
期
に
は
わ
ず
か
一
例
と
顕
著
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
点
が

小
学
読
本
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ヌ
系
は
小
学
読
本
に
お
い
て
は
ヌ
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
の
他

ン
、
マ
セ
ヌ
、
マ
セ
ン
の
順
に
あ
る
。
ヌ
が
ン
よ
り
強
く
用
い
ら
れ
た
の
は

敬
体
マ
ス
に
接
続
す
る
形
式
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
一
方
の
国
定
教
科
書
は
、

第
一
期
は
ン
に
傾
く
が
、
そ
の
他
は
ヌ
優
勢
の
状
態
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ヌ
系
で
も
っ
と
も
大
き
く
占
め
る
形
式
は
マ
セ
ン
で
あ
る
。
敬
体
は
そ
れ
以

前
マ
セ
ヌ
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
国
定
教
科
書
で
は
ほ
ぼ
マ
セ
ン
と
な
り
、

活
用
形
接
続
形
式
と
は
ヌ
と
ン
の
様
子
が
異
な
る
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ナ
イ
系
形
式
は
ど
う
か
。
ナ
イ
系
は
小
学
読
本
で
は
わ
ず
か

四
例
の
使
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
定
教
科
書
で
は
第
一
期
は
ヌ
・
ン
に
比

べ
用
例
が
少
な
い
も
の
の
、
第
二
期
か
ら
は
ナ
イ
系
優
位
の
状
態
に
あ
る
。

ヌ
系
使
用
形
式
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
形
式
は
敬
体
の
マ
セ
ン
で
あ
り
、

活
用
形
に
直
接
接
続
す
る
否
定
助
辞
形
式
は
第
二
期
以
降
ヌ
か
ら
ナ
イ
ヘ
変

化
し
た
と
把
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
証
拠
に
、
第
一
期
の
ナ
イ
系
形
式

は
ナ
ィ
の
み
で
あ
る
が
、
第
二
期
か
ら
は
連
用
形
ナ
ク
、
已
然
（
仮
定
）
形

ナ
ケ
レ
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

そ
こ
で
今
度
は
、
否
定
表
現
の
結
果
と
当
為
表
現
の
結
果
を
関
連
さ
せ
て

考
え
た
い
。
小
学
読
本
の
否
定
助
辞
は
、
文
語
文
が
多
く
占
め
る
た
め
ザ
リ

系
が
優
勢
で
あ
る
中
、
口
語
文
で
は
ヌ
系
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
は
当

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

為
表
現
に
も
当
て
は
ま
り
、
後
項
部
ベ
シ
系
が
六
割
以
上
使
用
さ
れ
る
。
な

お
、
口
語
文
体
で
は
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
リ
マ
セ
ヌ
と
ヌ
系
の
み
用
い
ら
れ
た
の
に

対
し
、
終
止
・
連
体
形
の
ナ
イ
は
否
定
助
辞
に
の
み
見
ら
れ
、
当
為
表
現
に

は
あ
ら
わ
れ
な
い
・

続
く
国
定
教
科
書
で
は
、
否
定
助
辞
は
ナ
イ
が
優
勢
で
、
ヌ
・
ン
（
活
用

形
接
続
の
場
合
）
は
両
形
で
一
割
以
下
の
使
用
状
況
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

当
為
表
現
で
は
後
項
ナ
ラ
ヌ
も
二
割
以
上
認
め
ら
れ
、
否
定
助
辞
の
様
子
と

は
異
な
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
ヌ
か
ら
ナ
イ
ヘ
の
変
化
は
、
否
定
助
辞
の
方

が
当
為
表
現
よ
り
早
く
行
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
条
件
形
式
で
は

逆
の
様
子
を
示
す
。
そ
れ
は
、
第
一
期
国
定
教
科
書
に
お
い
て
も
当
為
表
現

に
ナ
ケ
レ
バ
が
三
例
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
否
定
助
辞
ナ
ケ
レ
バ
が
用
い
ら

れ
る
の
は
第
二
期
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ナ
イ
系
の
条
件
形
式
の
初

出
例
が
当
為
表
現
で
あ
る
と
い
う
傾
向
は
、
小
学
読
本
お
よ
び
江
戸
語
資
料

か
ら
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

な
ぜ
ヌ
か
ら
ナ
イ
ヘ
の
変
化
が
遅
い
当
為
表
現
が
、
前
項
部
（
条
件
形
式
）

で
は
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
否
定
助
辞
よ
り
先
に
使
用
さ
れ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
否
定
助
辞
条
件
表
現
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
湯
浅

（
二
○
○
一
ｂ
）
で
は
形
式
別
に
偶
然
確
定
・
必
然
確
定
・
恒
常
・
必
然
仮

定
・
偶
然
仮
定
・
当
為
表
現
の
条
件
表
現
別
に
分
類
し
、
検
証
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
「
已
然
形
十
（
」
形
式
の
ネ
バ
・
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
は
当

為
表
現
を
含
む
恒
常
条
件
に
収
敬
し
、
と
り
わ
け
当
為
表
現
に
そ
の
使
用
が

（
岨
）

集
中
し
た
。
具
体
的
に
示
す
と
、
ナ
ケ
レ
バ
は
一
六
九
例
の
う
ち
一
○
五
例

一
一
一
一
一



（
Ⅲ
）

（
六
二
％
）
が
当
為
表
現
で
あ
り
、
ま
た
ナ
ク
テ
ハ
は
八
五
例
中
六
○
例

（
七
○
・
六
％
）
が
当
為
表
現
と
い
う
具
合
に
、
否
定
の
条
件
表
現
の
中
で

は
当
為
表
現
の
占
め
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
。
な
お
国
定
教
科
書
も

付
加
し
て
お
く
と
、
ナ
ケ
レ
バ
は
一
六
七
例
中
当
為
表
現
が
一
四
五
例
（
八

六
・
八
％
）
、
ナ
ク
テ
ハ
は
八
例
中
八
例
を
占
め
、
こ
こ
で
も
「
已
然
形
十

（
」
形
が
、
恒
常
条
件
の
中
で
も
特
に
当
為
表
現
に
多
く
占
め
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
後
項
部
が
省
略
さ
れ
て
も
文
意
は
当
為
表
現
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
る
用
例
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
否
定
条
件

表
現
に
お
け
る
「
已
然
形
十
（
」
形
は
、
当
為
表
現
に
突
出
し
て
多
い
の
で

あ
る
。
こ
の
推
論
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
再
度
教
科
書
と
い
う
性
質
を
考

這
え
ブ
。
Ｏ
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
語
形
に
つ
い
て
は
第
３
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ

の
こ
と
ば
が
広
く
一
般
化
し
て
い
る
と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時

の
当
為
表
現
の
形
式
に
つ
い
て
は
１
１
１
節
に
記
し
た
と
お
り
、
前
項
部
は

ナ
イ
系
の
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
、
後
項
部
は
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
中
心

形
式
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
小
学
読
本
に
お
い
て
も
口
語
文
に
お
い
て
ナ
ヶ

レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
続
く
国
定
教
科
書
は
、
小
学

読
本
よ
り
後
の
作
で
あ
り
、
か
つ
口
語
文
が
全
体
に
大
き
く
占
め
る
た
め
、

よ
り
如
実
に
ナ
ケ
レ
バ
優
位
の
様
子
と
な
り
、
そ
し
て
ま
た
後
項
も
ナ
ラ

ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
為

表
現
に
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
さ
い
し
ょ
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
否
定
条

件
表
現
に
お
い
て
当
為
表
現
が
際
立
っ
た
用
法
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
当
時
当

為
表
現
の
代
表
形
式
は
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
定
教
科

書
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
主
だ
っ
た
事
柄
を
ま
と
め
る
。

○
小
学
読
本
は
、
文
語
文
が
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
い
た
め
、
ベ
シ

系
形
式
に
使
用
が
傾
く
中
、
明
治
二
○
年
頃
か
ら
口
語
性
の
高
い
前

項
ネ
バ
・
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
・
ナ
ク
チ
ャ
、
後
項
ナ
ラ
ヌ
・
ナ

リ
マ
セ
ヌ
が
あ
ら
わ
れ
る
。

○
国
定
教
科
書
で
は
前
項
部
は
ネ
バ
・
ナ
ヶ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
見

え
、
特
に
ナ
ヶ
レ
バ
優
位
の
状
態
に
あ
る
。
後
項
部
は
ナ
ラ
ヌ
・
ナ

ラ
ナ
イ
が
中
心
形
式
で
イ
ケ
ナ
イ
が
萌
芽
の
状
態
に
あ
る
。

○
国
定
教
科
書
に
後
項
ナ
ル
マ
イ
が
み
ら
れ
る
。
江
戸
後
期
に
は
ナ
ル

マ
イ
の
前
項
は
ズ
バ
と
強
い
呼
応
関
係
に
あ
っ
た
が
、
規
範
性
の
高

い
教
科
書
に
お
い
て
も
そ
の
前
項
は
ネ
バ
・
ナ
ヶ
レ
バ
で
あ
り
、
ズ

バ
が
衰
退
し
た
様
子
が
示
さ
れ
た
。

○
後
項
部
省
略
形
式
が
七
例
あ
り
、
当
時
後
項
が
省
略
さ
れ
て
も
一
種

連
語
の
自
然
ら
し
さ
、
規
範
性
が
確
立
し
て
い
た
。

○
否
定
助
辞
と
当
為
表
現
を
比
較
す
る
と
、
ヌ
系
か
ら
ナ
イ
系
へ
の
推

移
は
否
定
助
辞
に
早
く
そ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
条
件
形

式
で
は
当
為
表
現
に
ナ
イ
系
形
式
の
初
出
例
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
否
定
の
条
件
表
現
に
お
け
る
「
已
然
形
十
（
」
形
は

当
為
表
現
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
、
当
時
当
為
表
現
は
ナ
ケ
レ
バ
．

５
ま
と
め

一

一

四



ナ
ク
テ
ハ
・
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
中
心
形
式
で
あ
っ
た
た
め
教
科

書
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

当
為
表
現
に
つ
い
て
国
定
教
科
書
の
模
様
を
中
心
に
見
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
国
定
教
科
書
は
、
ゆ
る
や
か
な
言
語
変
化
の
中
で
規
範
と
な
れ
る
表
現

事
項
を
選
択
的
に
取
り
入
れ
る
性
格
が
認
め
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
他
の
表
現

事
項
も
似
た
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

明
治
三
七
年
以
来
、
こ
う
し
た
教
科
書
に
よ
っ
て
国
語
の
学
習
が
な
さ
れ

た
こ
と
は
、
全
国
に
標
準
語
を
定
着
さ
せ
る
の
に
き
わ
め
て
強
い
効
果
を
も

た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
一
定
の
価
値
意
識
に
基
づ
く
言

語
表
現
の
普
及
と
い
う
面
を
あ
ら
た
め
て
認
識
で
き
よ
う
。
ま
た
、
当
為
表

現
だ
け
で
な
く
、
他
の
表
現
事
項
も
あ
わ
せ
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（
１
）
飛
田
（
一
九
九
二
）
は
東
京
語
の
歴
史
を
国
定
教
科
書
に
対
応

さ
せ
て
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
区
分
は
、
明
治
元
年
～
明
治
三
六

年
を
東
京
語
の
成
立
期
（
国
定
教
科
書
以
前
）
、
明
治
三
七
年
四
月

～
昭
和
二
四
年
三
月
ま
で
を
定
着
期
（
国
定
教
科
書
使
用
期
間
）
、

そ
れ
以
後
を
展
開
期
と
す
る
。
（
二
五
～
二
六
頁
）

（
２
）
小
学
読
本
は
、
検
定
制
度
に
よ
り
民
間
の
も
の
も
出
版
さ
れ
て

い
た
の
が
、
国
定
教
科
書
に
な
っ
て
か
ら
は
、
文
部
省
著
作
の
全

国
同
一
の
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
３
）
明
治
期
を
三
期
に
区
分
す
る
。
前
期
は
明
治
元
年
～
二
○
年
、

中
期
は
二
一
年
～
四
○
年
、
後
期
は
四
一
年
～
で
あ
る
。
こ
の
三

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

調
査
資
料

海
後
宗
臣
・
仲
新
編
（
一
九
六
四
）
「
日
本
教
科
書
大
系
近
代
編

第
四
～
九
巻
国
語
（
一
）
～
（
六
）
」
講
談
社

期
に
分
類
し
た
理
由
は
、
当
時
起
こ
っ
た
言
文
一
致
運
動
を
背
景

と
す
る
状
況
を
鑑
み
た
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
筆
者
の
調
査
範
囲
に
お
け
る
初
出
例
で
あ
る
。

（
５
）
田
中
（
一
九
六
七
）
二
一
～
一
三
一
頁
、
田
中
（
一
九
六
九
）

六
六
一
頁
お
よ
び
田
中
（
二
○
○
二
六
九
三
～
六
九
四
頁
参
照
。

（
６
）
田
中
（
一
九
六
七
・
一
九
六
九
・
二
○
○
二
は
『
浮
世
風
呂
」

の
上
方
語
話
者
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

（
７
）
田
中
（
一
九
六
七
）
二
四
頁
、
田
中
（
二
○
○
一
）
六
八
六

～
六
八
七
頁
。

（
８
）
田
中
（
一
九
六
九
）
六
五
四
頁
、
田
中
（
二
○
○
二
六
九
八

～
六
九
九
頁
。

（
９
）
当
為
表
現
は
恒
常
仮
定
に
分
類
さ
れ
る
。
恒
常
仮
定
は
恒
常
確

定
に
つ
い
で
条
件
句
と
帰
結
句
の
呼
応
の
確
実
性
が
高
い
た
め
、

帰
結
句
が
省
略
さ
れ
て
も
意
味
が
予
測
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

（
蛆
）
会
話
文
の
用
例
数
を
さ
す
。
ち
な
み
に
地
の
文
は
ナ
ケ
レ
バ
一

六
九
例
中
当
為
表
現
は
二
三
例
（
七
七
・
五
％
）
。

（
Ⅱ
）
地
の
文
で
は
ナ
ク
テ
ハ
ニ
六
例
中
当
為
表
現
は
一
一
例
（
四

二
・
三
％
）
。

二

五
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